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三重県内の 2 地点（津立成局，尾鷲局）において 2014 年度 PM2.5環境濃度測定およ

び成分分析を実施した． 

調査期間中における PM2.5質量濃度の最高値は，津立成局の 29.3g/m３であり，環境

基準（短期基準：日平均値 35g/m３）を超過した日は 1 日もなく，調査期間中における

平均濃度も環境基準（長期基準：年平均値 15g/m３）以下であった． 

内容成分分析を実施した結果，元素状炭素（EC）は調査期間を通じて変動が少なかっ

たが，有機炭素（OC）は質量濃度と同様の変動を示した．また硫酸イオン（SO４
２－）

とアンモニウムイオン（NH４
＋）は調査期間中ほとんどの日に検出されたが，硝酸イオ

ン（NO３
－）は，秋季と冬季の質量濃度が高くなった日の津立成局のみで検出された． 
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はじめに 

 三重県では，2010 年度から一般環境測定局と

自動車排出測定局において，自動測定機を使い，

PM2 5質量濃度の監視を行っており，2016年 3月

末現在，それぞれ 20局と 4局の計 24局（四日市

市が管理しているもの含む）において，24時間連

続で監視している． 

PM2.5 対策を行うためには，発生源を特定する

ことが有効であり，本県では，2011 年度秋季か

ら，PM2 5成分分析を実施している． 

年度を通じて調査を実施した2012年度と 2013

年度の結果については，これまでに大気環境学会

で発表 1,2)してきた．今回は，2014 年度の本県に

おける PM2.5成分分析結果について報告する． 

 

方法 

調査地点は，県中部都市域の一般測定局（津立

成小学校局（津市久居野村町 560番地），以下「津

立成局」と略す）と県南部清浄地域の一般測定局

（尾鷲県職員公舎局（尾鷲市宮ノ上町 7-34），

以下「尾鷲局」と略す）を調査地点とした（図 1）．

尾鷲局は，2011年度秋季から継続して PM2.5成分

分析を実施している地点である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       図 1 調査地点 

 

 調査は，環境省が示した表１の統一調査期間に

実施した． 

津立成局 

尾鷲局 





 

図 4 季節毎の 3種イオン成分濃度の経日変動（日付は試料採取開始日を示す） 

 炭素成分のうち，ECは，約 1g/m３前後（0.33

～2.6g/m３）で日変動は比較的少なかったが，

OC は，0.70～6.1g/m３と経日変動が大きく，

PM2.5質量濃度と似た動き（相関係数 0.51）を示

した（図 3）． 

 イオン成分は，SO４
２－と NH４

＋が調査期間中毎

日検出され，PM2.5 質量濃度と似た動きを示した

（PM2.5 質量濃度との相関係数 SO４
２－：0.57，

NH４
＋：0.69）．NO３

－は，尾鷲局は全期間を通

じてほとんど検出されなかったが，津立成局で

は，秋季と冬季の質量濃度が高くなった日に検出

されることがあり，特に冬季の 1 月 21 日に

3.6g/m３，同 26日に 8.2g/m３と非常に高い濃度

が検出された（図 4）． 

まとめ 

・2014 年度の三重県では，統一調査期間中に

PM2.5質量濃度が環境基準（短期基準）を超

過した日は一度もなく，また各地点，季節

別の平均質量濃度も環境基準（長期基準）

以下であった． 

・質量濃度は，津立成局と尾鷲局でほぼ同じ

傾向を示したが，都市域である津立成局が，

清浄地域である尾鷲局より高くなり，これ

までの調査と同じ傾向であった．  

・炭素成分のうち，EC の経日変動は比較的小

さかったが，OC の経日変動は大きく，質量

濃度の変動と似た動きを示した．  

・イオン成分のうち，SO４
２－と NH４

＋が調査

期間中ほとんどの日にみられ，質量濃度の

変動と似た動きを示した。NO３
－は，尾鷲局

では全期間を通じてほとんどみられなかっ

たが，津立成局では，秋季と冬季の質量濃

度が高くなった日にみられることがあった． 
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